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初日は土肥和則連合東海ブロック代表幹事
（連合愛知会長）のあいさつの後、名古屋大
学大学院法学研究科の和田肇教授から「ア
ベノミクスの雇用改革をどう評価するか」と題
して基調講演が行われた。
その後のパネルディスカッションでは、和田
教授をコーディネーターとして、パネリストには尾
畠三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱研究
員、犬塚NPO法人キャリアデザインフォーラム
代表理事、大西衆議院議員、土肥連合愛知
会長により、それぞれの立場で「雇用規制改
革をはじめとする成長戦略について」考え・思

いを語っていただき、論議・検討した。
2日目は5分散会に分かれ、基調講演とパネ

ル討論で提起された課題を含め、すべての働
く者が生涯安心して働き続けるための課題と
今後の取り組みについて意見が交わされた。
連合長野参加者からは「総務省家計調査の
数値では消費税が3％から5％に上がった時よ
りすごい落ち込みだ。またデフレ状態に戻って
しまうのではないか。」といった声のほか「非
効率を徹底的に泥臭く地道にやっていくこと
が必要」と意見が出された。
来年は静岡県での開催となるが、多くの方

に参加いただきたい。

～生涯安心して働き続けるためには～
“「政策」を学ぶ”連合東海ブロック

2014政策研究集会
　連合東海ブロック（長野・静岡・愛知・岐阜・三重 各地方連合会）は、7月28日か
ら29日にかけて、犬山市の名鉄犬山ホテルにおいて「連合東海ブロック2014政
策研究集会」を開催した。
　各県より政策担当者・役員・推薦議員・一般参加者など約150名の参加が有り、
連合長野からも三役・地協役員・推薦議員等30名が参加した。
　本年は雇用規制改革の問題点と課題を中心に議論・検討し、すべての働くも
のたちにとって、生涯安心して働き続けるための政策実現に向けて議論した。

5分散会の様子



核兵器廃絶・平和を願う心は、
人類普遍の願い

“「平和」の尊さを学ぶ” 2014平和行動in広島･長崎

原爆ドームを見て今感じること� ［子供団員－三村　礼子（飯田市立飯田東中学校３年生）］

私は平和行動で初めて広島に行きました。原爆ドー
ムは写真とかで見るよりもはるかに迫力があり、また資
料館には当時の恐ろしい光景を想像させる展示物がた
くさんありました。
実際に被爆体験をした方のお話しをお聞きし、原爆が

投下された時の広島の姿は、私が学校で学習して知ってい

た内容より物凄く恐ろしいもので悲惨だったと知りました。
たった一発で様々なものを奪うことが出来る原爆が、

まだ世界中にはたくさんあるということもすごく恐ろしい
ことだし、広島の事を忘れない、他人事ではいけないと
強く思いました。参加することができ良い経験が出来ま
した、ありがとうございました。

忘れてはならない、69年前の８月６日広島原爆投下の日�［団員－三村　寿宏（JP労組長野連絡協議会）］

８月５日、雨の中のピースウォークで目の当たりにした
原爆ドームの破壊の凄まじさ、43年ぶりという雨の中
での広島原爆死没者慰霊式典に参加をして、原爆投
下の惨状を実際に見たり聞いたりすることにより改めて
「忘れてはならない広島」「二度と戦争はしてはならな
い日本」と思いを強くしましたし、実際に語り部の方 も々

高齢化し、実際の言葉で伝えるのが難しくなってきてい
るともお聞きをし、世界で唯一の被爆国の私たちが他
人ごとではなく、ひとり一人が真剣に反戦や平和につ
いて考えなくてはいけない時が来ていると感じました。
連合長野の皆様、参加者の皆様大変お世話になり

ました。ありがとうございました。

1945年8月6日、広島に原爆が投下された。43年ぶりの雨空の下、当時の惨状を語る
かのように原爆ドームが佇む中で広島平和記念公園でのピースウォークに参加し、公園内
の慰霊碑を巡った。「連合２０１４平和広島集会」では子ども代表団による折鶴も献呈され、
子どもたちにとっても戦争・原爆の悲惨さを知る良いきっかけとなった。

連合2014平和ヒロシマ集会の様子広島「親子代表団」の皆さん

広 島
平和行動



連合長野ニュース No.364【8月】

　連合長野は平和行動の一環として、8月4日～ 6日の平和行動in広島へ林副会長を団長に親子代表団28名、8日～10日の平和行動in長崎
には中村副会長を団長に13名の団員を派遣した。また組合員の皆さんによる祈りが込められた、27,700羽の千羽鶴を広島・長崎に献呈した。
　この平和行動は、連合の主催により『核兵器廃絶と世界の恒久平和を求めて』をメインスローガンに、被爆地である広島と長崎で開
催している。
　終戦から69年、現在も世界の至る所で紛争が起きており、日本とその周辺を取り巻く環境も決して安全とは言えない状況にある中、
広島・長崎で起きたことを知ることでもう一度「平和」の意味を再確認したい。

被爆者の声を安部首相は聞け！   
� ［団員－高野　嘉樹（農団労ながの農協労組）］

8/8〜 9に開催された「平和行動in長崎」に参加しました。
平和祈念式典で被爆者代表が「集団的自衛権の行使容

認は憲法を踏みにじむ暴挙」と政府を痛烈に批判した。会場
からは自然と拍手が湧き起こった。これが国民の偽らざる気持
ちである。暴走する安部首相にはどこまで届いただろうか？
被爆者の生の声を聞ける最後の世代いである我々が、核兵

器・戦争が如何に悲惨かを後生に伝えていかなければならない。

� ［副団長－土屋　敏幸（上小地協副議長・自動車総連城南製作所労組）］

８月８日から８月１０日の三日間「台風１１号」が近づく
中、連合長野からは１３名が平和行動に参加しました。
私も初めて平和行動に参加しましたが、一日目「連

合２０１４平和ナガサキ集会」では、被害者の訴えから
「戦争について知ってもらいたい」強い思いを感じ、高
校生平和大使からの「メッセ－ジ」では、大人の活動が
足りていない事を感じました。
二日目の午前は「長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念

式典」に会場外で参加をしました。
午後の「ピースウォーク」では、長崎の方々から一時

間程お話を聞きながら見て周り、「長崎原爆資料館」で
は、歴史の教科書には載っていない写真等を見ると、と
ても心が痛くなりました。夜に開催予定だった「万灯流
し」は、台風の影響で中止になってしまい残念でした。

我々大人は、もう一度歴史を勉強し「今出来る事」を
皆で考え、「勇気を持ち平和活動」を行わなければなら
ないと感じました。
とても貴重な体験が出来たと思います。

1945年8月9日には長崎にも原爆が投下された。落下の中心地となった所には長崎平
和公園があり、慰霊碑が建立されている。残念ながら今年は台風の影響により中止となっ
てしまったが、毎年連合の協賛により、犠牲者の方を偲んで浦上川での万灯流しが行わ
れているが、今年は残念ながら台風の影響により中止となってしまった。

連合2014平和ナガサキ集会の様子

長崎代表団の皆さん

長 崎
平和行動



連合長野ニュース No.364【8月】

全労済長野県本部（長野県労働者共済生活協同組合）1614B004　14.07

村田製作所グループでは、2008年度より、電子部
品メーカーならではの地域貢献活動として、モノづくり
や電子工作の楽しさを伝える「電子工作教室」を開催
しています。
金属部門連絡会では、今年の「親子ものづくり教

室」の開催にあたり、㈱小諸村田製作所の労使にお
願いし、快くこの電子工作教室を引き受けて頂き、開
催することができました。

午前中、村田製作所の半導体モジュール技術のシ
ンボルキャラクター
「ムラタセイサク
君」の展示と工
場見学をおこな
い、工場内の食
堂で親子一緒に
昼食をとりました。

午後は、組合会館に移動して、会議室でライントレース
カー（自走式キャリアの模型）づくりの指
導を受けました。作業前に子供たちに対
し、前掛けの着用や防護メガネの装着
など、安全の保持について徹底しました。
身の周りの電子機器の中で活躍し

ている電子部品の種類やはたらきを紹
介しながら、子どもたち自身の手ではん
だ付けをします。10数カ所のはんだ付
けとはんだメッキ。部品と電池ボックスを

取り付け、ガイドラインを検
知する２基のセンサーの
感度の調整。かなり難易
度の高い作業を２時間
で行うものです。
小諸村田製作所労組役員の手助けもあって、すべ

ての子供たちが、時間内に作業を終えることができまし
た。子供たちの製作したすべてのライントレースカーを、フ
リーハンドで書かれたライン上で試走させ、正常に動作
することを確認して終了しました。

７月２６日、金属部門連絡会は、㈱小諸村田製作所で「第８回親子ものづくり教室」を開催。職場から参加
を募集し、15組33人の親子が参加しました。

夏休み最初の土曜日、親子で工作
自分で「製作・創造」することの喜びを伝える
“「ものづくり」を学ぶ” ～「第8回親子ものづくり教室」を開催～

「ムラタセイサク君」のデモ

村田製作所グループの地域貢献活動／電子工作教室
～ムラタセイサク君も登場～

無事に全員が「ライントレースカー」を完成
理科や科学の面白さをアピール

（投稿：連合長野金属部門連絡会）

保護メガネ越しにはんだ付け

完成検査は試走で確認


